
地⽅⾃治体における情報システム（⽣活保護）の
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第1回有識者検討会 次第

＜⽇時・場所＞

令和5年6⽉27⽇（⽕） 10:00〜11:30 オンライン開催（Zoom）

＜議題＞

I. 開会

II. 議事

1. 出席者紹介

2. 令和4年度の検討の振り返り

3. 令和5年度検討会実施概要の説明

4. WT（ワーキングチーム）の構成の説明

5. ⾃治体からの意⾒収集

III. 閉会

＜配布資料＞

資料１ 第1回有識者検討会 事務局資料（本紙）

資料２ 検討会構成員名簿

資料３ 検討会委員参加WT割り振り表（案）



資料２︓
有識者検討会構成員名簿を⽤いて構成員を紹介

1.出席者紹介



2.令和4年度の検討の振り返り
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2.令和4年度の検討の振り返り
2.1 令和4年度の作業概要

n 令和4年度は全10回の有識者検討会と全2回の全国意⾒照会を実施し、標準仕様書の改版を進めること
で、標準仕様書1.1版を公表しました。

令和4年度の有識者検討会と全国意⾒照会

標準仕様書（たたき台）→1.0版における改訂 1.0版→1.1版における改訂

第1回
検討会

第2回
検討会

第3回
検討会

第4回
検討会

第5回
検討会

第6回
検討会

第7回
検討会

第8回
検討会

第9回
検討会

第10回
検討会

ü ⽣活保護システム標準仕様書について、令和3年度意⾒照
会結果の反映内容および⾃治体規模別実装状況の意⾒等
を照会

ü レセプト管理システム標準仕様書について、初回の意⾒照会
のため、仕様書全体に関する意⾒を照会

ü ⽣活保護システム標準仕様書およびレセプト管理システム標
準仕様書について、⾃治体規模別オプション・新規で作成した
外部帳票・システム印字項⽬・仕様書内の⽂⾔の整合性等
に関する意⾒を照会

ü 標準仕様書1.0版における論点について議論を実施

ü 第2回全国意⾒照会の実施⽅法の検討および意⾒の反映
⽅法について議論を実施

ü 標準仕様書1.1版の改版対応における論点について議論を
実施

ü 第3回全国意⾒照会の実施⽅法の検討および意⾒の反映
⽅法について議論を実施

ü 次年度残課題等の整理を実施

第2回全国意⾒照会 第3回全国意⾒照会

5/20 6/10 7/19 8/4 8/25 9/22 11/22 12/23 2/14 3/23

第1回〜第5回有識者検討会 第6回〜第10回有識者検討会

第2回全国意⾒照会 第3回全国意⾒照会
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2.令和4年度の検討の振り返り
2.2 令和4年度からの継続検討課題の整理

n 令和4年度の検討会で取り扱った、令和5年度にも継続して検討が必要な課題は下記のとおりとなります。

令和4年度の継続検討課題と検討要素

No 種類 継続的に検討する理由

1 内部帳票における管理項⽬
内部帳票の運⽤⽅針について、令和4年度末にデジタル庁
から確定⽅針が⽰されたため、今年度に全国意⾒照会を含
めた⾃治体の意⾒を確認する場を設定する必要があるため

2 決裁に係る運用の検討
内部帳票の運用方針が示されたことに関連し、内部帳票を
用いた自治体内での事務運用を改めて定義するため

3 EUCで対応可能な帳票の範囲
内部帳票の運用方針が示されたことに関連し、内部帳票を
用いた自治体内での事務運用を改めて定義するため

4 ⾃治体規模別オプションの整理
ベンダ各社のパッケージ開発方針が1.1版を踏まえて確定す
るため、今年度より⽣活保護ベンダの実装⽅針を踏まえた議
論を⾏うことができるようになるため

5 監査機能の追加検討
これからシステム化される領域であり、必要な要件の整理から
実施することが必要で、要件化に⼗分な議論と時間を充てる
ため

6 納付書のレイアウト調整
⾦融関係団体との間で様式の調整が必要であり、⽣活保護
業務を超えた調整が必要なため

7
全国銀⾏協会フォーマット以外で
の口座振替依頼

独⾃フォーマットを⽤いている銀⾏との間で様式の調整が必
要であり、生活保護業務を超えた調整が必要なため

⾃治体運⽤の効率化に寄与する
内部帳票の標準仕様整備

標準仕様書の利便性向上に向けた
⾃治体規模別（種別）オプションの

整理

システム化による業務効率化と業務
徹底が期待できる監査機能の追加

個別調整が必要な機能への対応
（他団体との帳票様式の合意）

検討要素継続検討課題



3.令和5年度検討会実施概要の説明
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3.令和5年度検討会実施概要の説明
3.1 令和5年度の想定スケジュール

 標準仕様書2.0版の公表は令和6年2月頃を予定しており、本業務においては3回の検討会の開催と1回の
全国意⾒照会を実施します。

検討会と全国意⾒照会の実施スケジュール

4⽉ 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w

共通

有識者検
討会

WT
（ワーキン
グチーム）

全国意見
照会

第1回 第2回 第3回

内部帳票WT（ワーキングチーム）開催期間

全国意⾒照会

キックオフ会議

標準仕様書2.0版公表

検討会準備検討会準備 検討会資料準備全国意⾒
照会準備

自治体規模別（種別）オプションWT（ワーキングチーム）開催期間

監査機能WT（ワーキングチーム）開催期間

WT（ワーキングチーム）準備・運営

ü 検討会⽴上げ（キックオフ）

ü 今後の進め⽅等の共有

 ワーキングチームでの検討内容の共有

 意⾒照会の実施⽅針の検討

 標準仕様書2.0版（案）と標準仕様書

1.1版との差分について照会を予定

 意⾒照会結果の反映⽅針の共有

 標準仕様書の確認・承認

キックオフ準備

昨年度意⾒照会
結果の事前共有

ü 昨年度の意⾒照会内容・回答を、今年

度の意⾒照会前に改めて全国に周知

意⾒照会集計

デジタル庁とのデータ・
連携要件調整 等
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3.令和5年度検討会実施概要の説明
3.2 令和5年度に予定する検討会

 令和5年度は標準仕様書2.0版の作成のために、計3回の検討会を実施します。
 現時点で想定している議題と会議資料は以下を想定しています。

第1回

議題
（想定）

会議資料

1. 出席者紹介

2. 令和4年度の検討の振り返り

3. 令和5年度検討会実施概要の説明

4. WT（ワーキングチーム）の構成の説

明

5. ⾃治体からの意⾒収集

n 事業概要
n 事業スケジュール
n 標準仕様書策定⽅針
n 依頼事項⼀覧

第2回

n ワーキングチーム各回資料
n 標準仕様書（案）
n 意⾒照会資料

第3回

1. 意⾒照会 結果共有

2. 意⾒照会 反映⽅針協議

3. 標準仕様の認識合わせ

4. 検討課題、論点の共有

 意⾒照会結果
 標準仕様書（案）

⽬的
 検討会⽴上げ（キックオフ）

 今後の進め方等の共有

ü ワーキングチームでの検討内容の共有

ü 意⾒照会の実施⽅針の検討

 意⾒照会結果の反映⽅針の共有

 標準仕様書の確認・承認

1. 各ワーキングチームにおける議題・検

討結果の共有

2. 意⾒照会の実施⽅針の協議

• 実施範囲

• 実施⽅法、使⽤資料

• 質問事項

• 実施時期、期間 等

3. ⾃治体からの意⾒収集

6月中旬 10⽉末〜11⽉初旬 2月頃

検討会の実施概要
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3.令和5年度検討会実施概要の説明
3.3 検討会の役割について

 令和4年度の検討会は議論と承認の場を兼ねておりましたが、令和5年度は標準仕様書の詳細な観点につい
ての議論が必要であるため、検討会を承認の場として設定し、個別の検討課題の議論は各WT（ワーキング
チーム）で実施する想定です。

R4年度までの検討体制

• 会議体を分けず1つの会議体で全議題の協議を⾏うため、
参加者全員が同じ議題に取り組むことができ、全体像を把
握しながら議論することに適している

特徴
• テーマごとに会議体を分割し、その議題に適した委員を割り
当てることでテーマごとに深く議論をすることができるため、協
議範囲が絞られている場合に適した体制である

特徴

R5年度からの検討体制

検討の性質と継続性（標準仕様書1.0版発出までの議論がつな
がっている点）を鑑みて、令和4年度までの継続体制として設定

検討の性質と1.1版発出による議論が区切りを迎えることを鑑みて、
令和5年の継続体制として想定

会議体

検討会

想定出席者

・有識者
・自治体
・事業者
・事務局

対象領域

本業務
全領域

役割

議論
・
承認

ワーキングチーム
・自治体
・事業者
・事務局

参加者ごとの
専⾨領域

議論

開催

年10回
程度

会議体

検討会

想定出席者

・有識者
・自治体
・事業者
・事務局

対象領域

本業務
全領域

役割

承認

開催

年3回
程度

年6回
程度
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3.令和5年度検討会実施概要の説明
3.4 令和5年度に実施する全国意⾒照会

 令和5年度は、各WT（ワーキングチーム）での議論を踏まえて作成した、標準仕様書2.0版（案）と標準仕
様書1.1版の差分について、昨年度と同様の⼿法を⽤いて全国の⾃治体へ意⾒照会を実施します。

事
務
局

厚
生
労
働
省

都
道
府
県

市
区
町
村

全国意⾒照会資

料⼀式を送付

域下の市区町村担
当課に資料⼀式を

送付

標準仕様書

（案）の確認・意

⾒回答

意⾒回答結果の取
りまとめ・弊社宛に

提出

意⾒回答結果の

受領

都道府県ごとに、域下の市

区町村の回答を１ファイル

に取りまとめ、弊社の共有メ

ールボックス宛に送付

質問受付・回答

意⾒回答にあたり市区町村

からの質問があれば弊社に

直接送付・回答する

（※質問についても都道府

県を経由するか確認）

回答期間は3週間~6週

間程度を想定

次の資料をOnePublic上で公開

・通知文

・説明資料

・調査票（意⾒回答様式）

・標準仕様書案

全国意⾒照会の実施プロセス
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3.令和5年度検討会実施概要の説明
3.5 令和6年度以降の想定

 今年度の検討結果は標準仕様書2.0版として発出する予定ですが、その発出後となる令和6年度においては、
制度改正への⽅針などへの対応を想定しています。

 反映方法については、別途デジタル庁と協議・調整の上対応します。

地⽅⾃治体の基幹業務システムの統⼀・標準化に関する担当者説明会（2023年3⽉） 資料より



4.WT(ワーキングチーム)の構成の説明
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4.WT（ワーキングチーム）の構成の説明
4.1 WT（ワーキングチーム）の概観（1/3）

n 令和4年度からの継続各検討課題に対応するWT（ワーキングチーム）を設置し、詳細な議論を実施すること
を検討しています。

内部帳票WT

WT（ワーキングチーム）概観

No 種類

1 内部帳票における管理項⽬

2 決裁に係る運用の検討

3 EUCで対応可能な帳票の範囲

4 ⾃治体規模別オプションの整理

5 監査機能の追加検討

6 納付書のレイアウト調整

7
全国銀⾏協会フォーマット以外で
の口座振替依頼

⾃治体運⽤の効率化に寄与する
内部帳票の標準仕様整備

標準仕様書の利便性向上に向けた
自治体規模別（種別）オプションの

整理

システム化による業務効率化と業務
徹底が期待できる監査機能の追加

個別調整が必要な機能への対応
（他団体との帳票様式の合意）

検討要素

⾃治体規模別（種別）オプション
WT

監査機能WT

※他団体との帳票様式の合意は、事務
局および厚労省保護課が⾏う想定のため

ワーキングチームを設⽴しない

ＷT（ワーキングチーム）継続検討課題
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4.WT（ワーキングチーム）の構成の説明
4.1 WT（ワーキングチーム）の概観（2/3）

 WT（ワーキングチーム）の役割と構成は以下のとおり、検討会委員の自治体および生活保護システムベンダを
中心に組織することを検討しています。

 WT（ワーキングチーム）の活発な議論を醸成することを最優先として、ルールを柔軟に設定する想定です。

WT（ワーキングチーム）概観

 検討が必要な議題が発生した場合は、時機を考慮してWT
（ワーキングチーム）を追加設置します。

役割

WT構成

WT（ワーキングチーム）

ü 令和4年度からの継続検討課題における各検討要素
（内部帳票、⾃治体規模別（種別）オプション・監査機
能）について詳細な議論を⾏う

① 内部帳票WT

② ⾃治体規模別（種別）オプションWT

③ 監査機能WT

 WT（ワーキングチーム）終了後は、有識者検討会に参加し
ているメンバー全員へWT（ワーキングチーム）の議論内容を
共有します。

議論内容
の共有

 WT（ワーキングチーム）に参加する自治体の委員の方は、
参加しているWT（ワーキングチーム）以外の他のWT（ワー
キングチーム）に同席することも可能とします。

WT
構成員

 検討会委員自治体（都道府県、政令指定都市、中核
市、一般市、特別区）
※テーマごとに出席自治体を割り振ることを想定

 生活保護システムベンダ

 厚⽣労働省 社会援護局保護課

 デジタル庁

 事務局（アビームコンサルティング）

① 検討会委員への議論内容の共有

② 別WT（ワーキングチーム）への参加

参加
可能

③ WT（ワーキングチーム）の追加設置

追加
設置

ＷT（ワーキングチーム）ルールＷT（ワーキングチーム）役割・構成
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4.WT（ワーキングチーム）の構成の説明
4.1 WT（ワーキングチーム）の概観（3/3）

 WT（ワーキングチーム）の進め方については、事務局の叩き台をもとに、自治体WTでの協議、ベンダWTでの
協議の順で検討を⾏い、そのサイクルを複数回⾏って議論を深めます。

 WTにおいて、自治体WTでは業務運用の観点から実効性について、ベンダWTではシステム開発の観点から実
現性について、それぞれの⽴場で意⾒を頂戴したいと考えています。

WT（ワーキングチーム）における⾃治体とベンダの役割

仮説（たたき台）
作成

自治体・ベンダそれぞれの
観点で複数回議論を実施

ベンダWT
実施

⾃治体WT
実施

⾃治体WT
への確認

ü WTで出た要件案に対して、「技術
的に開発が可能か」という開発視点
でのご意⾒

ü WTで出た要件案に対して、「現⾏
システムで類似機能をすでに実装し
ているか」という現⾏ベンダ視点での
ご意⾒

 事務局作成の叩き台について、
「⾃治体業務の効率化につながっ
ているか」というシステム利⽤者視
点でのご意⾒

 WTで出た要件案に対して、「現
在の自治体内の業務をカバーして
いるか」という業務現場視点でのご
意⾒

WTでの意⾒例

 最終的な要件の確認は自治体
WTで実施

WTでの意⾒例

1

�

�

�
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第1回WT

4.WT（ワーキングチーム）の構成の説明
4.2 内部帳票の構成とスケジュール概観

n 内部帳票WT （ワーキングチーム）では、⾃治体運⽤の効率化に寄与する内部帳票の標準仕様を整備す
るために、令和4年度に定義した保護費⽀給に係る帳票の管理項⽬、決裁に係る運⽤の検討、EUCで対応
可能な帳票の範囲を定めるための議論を⾏います。

n 内部帳票WT（ワーキングチーム）の構成とスケジュールは以下のとおりを想定しています。

内部帳票WTの構成とスケジュール概観

内部帳票WT 第2回検討会

ü 検討会へWTで
の議論を提⽰し
内容を承認

6月下旬 7月~9月 10⽉末〜11月初旬

WTスケジュール概観WT構成

役割
 内部帳票における管理項⽬、決裁に係る運
用の検討、EUCで対応可能な帳票の範囲に
ついて検討する

構成員

 内部帳票WT参加自治体（6~10団体）

 生活保護システムベンダ

 厚⽣労働省 社会援護局保護課

 デジタル庁

 事務局（アビームコンサルティング）

下記の事項を更新した機能要件

 内部帳票の管理項⽬

 決裁に関する機能要件

 EUC対応可能な帳票の整理

成果物

6⽉~7⽉

事務局による
叩き台の作成

ü 内部帳票管理
項⽬案の提⽰

ü 提⽰案への意
⾒収集

ü 各⾃治体の実
運⽤の確認

自治体
WT

ベンダ
WT

第2回~WT

 叩き台への
フィードバック

 要件修正案の
提示

※必要に応じ
て書面開催

自治体
WT

ベンダ
WT
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4.WT（ワーキングチーム）の構成の説明
4.3 ⾃治体規模別（種別）オプションWTの構成とスケジュール概観

 自治体規模別（種別）オプションWT（ワーキングチーム）では、標準仕様書の利便性向上に向けた⾃治
体規模別（種別）オプション整理のために、各機能要件の実装区分について議論を⾏い、標準仕様書2.0
版（案）を作成します。

 自治体規模別（種別）オプションWT（ワーキングチーム）の構成とスケジュールは以下のとおりを想定していま
す。

第2回検討会

 事務局案を提示（デジタ
ル庁・ベンダの意向確認を
もとに事務局案を作成）

ü 検討会へWTでの議
論を提⽰し内容を承
認

8⽉ 10⽉末〜11⽉初旬

WTスケジュール概観WT構成

自治体規模別（種別）オプションWTの構成とスケジュール概観

下記の事項を更新した機能要件

 自治体規模別（種別）オプションの精緻化
成果物

6⽉~8⽉

事務局による
叩き台の作成

第1回WT
自治体
WT

ベンダWT

自治体規模別（種別）オプションWT

役割
 標準仕様書の利便性向上に向けた⾃治体
規模別（種別）オプションの整理のために、
各機能要件の実装区分について検討する

構成員

ü ⾃治体規模別（種別）オプションWT参加
⾃治体（5~6団体）

ü ⽣活保護システムベンダ

ü 厚⽣労働省 社会援護局保護課

ü デジタル庁

ü 事務局（アビームコンサルティング）
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4.WT（ワーキングチーム）の構成の説明
4.4 監査機能WTの構成とスケジュール概観

 監査機能WT （ワーキングチーム）では、システム化による業務効率化と業務徹底が期待できる監査機能
の追加のために、新たな業務フローや機能要件、帳票要件について議論を⾏い、標準仕様書2.0版（案）を
作成します。

 監査機能WT（ワーキングチーム）の構成とスケジュールは以下のとおりを想定しています。

第2回検討会

ü 作成範囲の提
⽰

ü ⾃治体における
監査実務の確
認

ü 叩き台へのフィー
ドバック

ü 監査機能要件修
正案の提⽰

※必要に応じて
書⾯開催

ü 検討会へWTで
の議論を提⽰し
内容を承認

7⽉ 8⽉~9⽉ 10⽉末〜11月初旬

WTスケジュール概観WT構成

内部帳票WTの構成とスケジュール概観

監査業務に関する以下の事項

ü 機能要件

ü 業務フロー

ü 帳票要件

ü 帳票⼀覧

成果物

7⽉~8⽉

事務局による
叩き台の作成

第1回WT
自治体
WT

ベンダ
WT

第2回~WT
⾃治体
WT

ベンダ
WT

監査機能WT

役割
 システム化による業務効率化と業務徹底が
期待できる監査機能の追加について検討す
る

構成員

 監査機能WT参加自治体（3団体）

 生活保護システムベンダ

 厚⽣労働省 社会援護局保護課

 デジタル庁

 事務局（アビームコンサルティング）
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5.⾃治体からの意⾒収集
5.1 ⾃治体からの意⾒収集

n 本⽇の検討会の議題は以上で終了となります。
n 下記の3点について、ご出席の皆様からご意⾒・ご質問等がございましたら頂戴する時間とさせていただきます。

① 本⽇の議事全般に関連してのご意⾒・ご質問
② 標準化全般に関連するご意⾒・ご質問
③ 今年度の検討会・ワーキングで議論する課題等に関連するご意⾒・ご質問
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